胚胎 (二 幕 四 場) 



宫本 百合 子 



時代 

中古、 A.D. 十 一 世紀 頃 —— A.D. 1077 IA.D. 

1095 

人物 

グレゴリオ 七 世 口 ー マ 法王 

ヘン リ —四 世 ドイツ 帝 

老人 ヘン リ— 四 世の 守役 を 勤めた 人 九十 以 

上の 年に な つ て 居る。 

第 一 の 女 

第二の 女 



すぐ 下手から 第一 一 第三の 女と 非番の 老 近侍が 

出て 来る。 

女達 一 一人 は 極く 注意した 歩き 振りで どんな 時 

でも 少し 体 をう かす 様に つまさきで 歩く。 

老 近侍 は 大股に しかし 気取った 物 ごし。 

第二の 女 は 深緑の 着物と 同じ 形 (第一 の 女と) 

の 頭巾 をつ け 髪 を かまつかく 巻いて 頭巾の そ 

とに 食み出させて よく 光る 耳飾り をす る。 

第三の 女、 第一 の 女と 同じ 色に 縦に 五本 ほど 

太い 組紐で 飾りの ついた の を 着て 頭巾 は 後の 

方の パッと 開いた の をつ ける。 



非番の 老 近侍 は 茶の 上着 を 着て 白と 黒の 縞の 

キッ チリの ズボン 白い 飾りの ついた 短靴 を は 

いて 飾りの ついた 剣 をつ るす。 ふちの ない 上 

着と 同色の 帽子に ついた 王家の 紋章が 動く 毎 

に 光る。 

第二の 女の 声 は 陽気で、 第一 第三の 女 はふく 



第二の 女 まあ！ ここに いらつ したんで ございます 

の？ 

お さが しして 居た ん で ，1 」 ざ いますよ。 

第一の 女 あらそう で ございまし たか。 



大変お 気の毒 様な 事 を 致しました。 

私さつ きから ここに 居たん でございますの。 

あんまり 静かな 日で ございます ものね え 家の 中に 居 

るの は 惜し ゆう > ざいます わ。 

第三の 女 丁度い いあんば いに 日光 を うけてつ たが 燃 

えそう でございます わね え。 

まあ □ □ 一寸 御覧なさい まし、 少しで も 雲が 動く 

ともう 色が 幾分 かかわ るんで ございま すよ。 

あきません わほんと うに いつまで 見て 居ても …… 

第二の 女 まあ ほんとうに 奇麗で ございます 事。 

でももう やが てに 冬が 来る 前知らせなん で) J ざ い ま 



すわ。 

ろくに あかりの 入らない 部屋の 中で 毎日 毎日 嵐の 音 

をき きながら 寒さに めげ て 火の 傍に 置いて やって さ 

え も 鳴かない 小鳥の ふるえる の 見ながら はだかの 木 

の 芽の ふくれる 時ば つ かりまち かねて 居なければ な 

ら ない 冬が もうす ぐ 参ります わ。 

第三の 女 それにね え、 私 は 人様より 倍 も 倍 ももの 寒 

がりなん でございます もの。 

もう 夂、、 と 云う セ户 をき くと すぐこう、 ぞ つ として まる 

で 風で も 引いた 様になり ますの、 貴方 様なん かよけ 

い 冬が おきらいで いらっしゃいましょう。 (老 近侍 



に 向つ て 云う) 

老 近侍 神の 御 恵で ござる じ や、 一向に 冬 をつ らいと 

は 思いません での、 息子 達が 止めさえ 致さなん だら 

雪 なげな り 何なり 十五 六の 子に 交って いたす での。 

第一の 女 何よりな 事で ございま すわ。 (低く 陰気に 

云う。 間を置いて 地面 を 見ながら) 私 は 冬よりも つ 

と 恐ろしい、 そして いやらしい 事 をき きました の。 

冬の 来る の も 寒くなる の も 忘れて 心配して 心細が つ 

て 居 るんで，、 h ざいます わ。 

世の中に たった 一 人に された 様に ねえ。 

第三の 女 そんな 事が？ 私 は 一寸 も 知りません の、 



きいた 事 だってな いんで ございま すの、 まして この 

頃 は 母の そばで 仕事ば つ かりして 居 るんで) J ざい ま 

す もの 毎日 毎日。 

第二の 女 私 だって —— もう 此頃は 一寸 も 心配な 事 は 

何にもな いんで ございます。 

あの 子の 病気が なおり ましてから はねえ、 心配の 仕 

じまい をした と 思って 居り ましたの、 ぉ坊 様に さえ 

来て いただいた ほどで ございまし たもの ねえ。 

お話しな さって 下さい ましな、 気になります わ。 

第一 の 女 私 だって 只き いたばつ かりの 事なん で ござ 

いますけ ど …… 



若しお 国 そとに 居る 裸で 真黒な 顔 をして 居る と 云う 

話の 野蛮人と なら 私 はかて るに きま つ て 居る と 信じ 

て 居ります わ。 

そのき たない 人間 達 は 鉄の 鎧なん か 持って 居ります 

まい もの。 

ねえ 貴方、 ほんとうにお 相手 は どこの 王様で いらつ 

しゃ いますの？ 

第一 の 女 (極く 低く 細い 声で 恐る恐る 云う) 法王 様で 

ございま すわ 

二人の 女 はだ まって 顔 を 見合わせる。 暫時 沈 

ii. ；^、 o 

野" 



え。 そうしたら まあ 私達 は ど こに 住 むんで) J ざい ま 

しょう。 

雪の 降り込む、 風の ひやび やと 身にしみる 丸木 小屋 

に 住つ て ふるえながら 神様が お 召になる まで 泣きな 

がら 暮らさなければ なりません わね —— 

死んだ 子の 年 を 数える よりも つ と 無駄と は 知りな が 

らもお 城の 中での 楽しかった 暮しを 思い出さ なけれ 

ばなら な いんで，) J ざ います わ。 

第一の 女 私 はお 二人の どちらが およろ しいの か 又 ど 

ちらが 御 悪くて いら つ しゃる の だか そんな 事 を 定め 

る 力 は) /ざいません けど、 法王 様が お 怒り 遊ば し た 



う 

三人の 女 は 一 つかた まリ になって 青い 顔 をし 

て 屋根の 方 を 見、 老 近侍 はだ まって その 三人 

の 女 を 見る。 

二人の 若い 男が 家の 影の 方から 走って 来て 四 

人の 前に 立ち どまる。 女達 は 急に 取りつ く 

ろった 様子 をして 顔 を 男の 方に 向ける。 

若者の 一 奥様 方に 申 上ます。 法王が 城に お見えにな 

リ まして 只今 中 門から 此処 をお 通リ なされる と 申す 

事で ございま すから …… 

若者の 一 一 左様 御 承知なさい ませとの 事で ござります _ 



法 否、 わし は 母御の 頭から 生れた ものと 見え 申し 

て 礼 事 を 申さる る 事と 賞 めら るる 事 は 虫ず が 走る ほ 

ど 厭で) /ざるでの。 

あまり 調子に のつ て 礼 事 を 云われれば やがて はい ま 

一 度 心に もなくて 礼 申した 人の ためにせ いで はなら 

ぬ 事が 必ず 生 れる ものでの う。 

王 一寸 も 礼 も 申されいで 笑うて 居る 人 は 十 人に 一 

人と は ござらぬ わ。 

法 一度つ い、 ひ よんな 事から 溝に 落ちてから は ど 

ぶの 上 澄 を 見る 事が 噸 ときら いに なりまい た。 

王 さてさて すきこのみの 多い 人 じ や。 



わし は 御 事と は あべ こべ に 大好じ や。 

細 そい 木片です きまな くせせ つて、 せっかく 澄んだ 

の を 濁す のが 面白うて のう。 

と は 申せ 上手に 濁す 濁さぬ はかき 廻し 手の 器用 不器 

用に よるの じ やが …… 

法 どぶの わるさ も 自らの 落ちぬ 限りでの う、 泥 深 

くて やたらと もぐり 込む そうで ござる から …… 

？ 勿 1- 師 。 事 ！ - あ 

わし はのう、 夜毎に いろいろと 老人 達 やら 又は 小鳥 

の 様な 者 共から いろいろの 話 をき いたの じ や。 

罪のない 面白い 話 はわし の 口の はたで おどり 狂うて 



木 は そなたの 様に 美く しい 羽根 はいらぬ のじ やか 

ら皆 ぬいて 仕舞え 

と 神の 真似 を いたいた のじ や。 

正直な 小鳥 は 涙 を こぼ いて 痛 さ を 堪えて 赤 はだ か に 

な つ てし まう と 又 次の 日 悪魔 奴 は、 

木に 嘴 はいらぬ 

と 申して 見えぬ 所から 石 を なげて 嘴 を 折って しもう 

た。 

毎日 毎日 一 つず つ 大切な もの を 奪われて 七日た つた 

夕方 は 美く しかった 小鳥 は 赤裸で 一 本の 足で 枯 枝に 

止ま つて n 古った。 



神様、 もう 木に なれます るか。 

死にそう な哀な 小鳥 はきく と、 悪魔 は 大声 あげて 笑 

ヽ 、、ゝ フ 、 

レな 力/ ら 

いずれ そのうちに はなる じ やろう 

こやし 

木の芽 生えの 肥料に I - 

と 申いた 時 小鳥 は 枝から ころげ 落ちて 地面に ポッカ 

リ あいて 居った 悪魔の 穴の 中に ころげ 込んで しまつ 

たと 申す 事 じ や。 

長う 話した 事 じ や、 欠伸 は 出なん だかな。 

法 面白う お 聞 申いた から 出 ませぬ じ や。 順礼に 

参った 老人に きいた 話で ござる がかな り 面白い 事 



ま い てのう まんざら そんば かり もま いらなん だ 

がま だしもの 事 —— - 

ま！ とどのつまり 船 は 畑で はよう 漕げぬ と 申す 事 

さえ 世の中の 人す ベ てが 存 ずれば よいので の。 

王 じ やと 申して 水と 陸に 生きる 事の よう 出来る も 

の は 神のお 造り 召された 生き ものの 中に あるの じ や。 

法 二股 かけた もの 共の 大方 は、 蛙の 叔母 だと やら 

「あひる」 の やれ 「いとこ」 だと やら 申す のが 可笑し 

い 事での う。 

王 よんべ、 酒と 感 違い 致いて 油 をお 飲み やった と 

見 ゆる わ。 



王 おお！ 片意 志 で 見に くい 怒り 奴が そろそろ 

す さ 

とわし の 心の 臓 を 荒し はじめた わ、 退リ 居ろう。 

(二字 分 空白) 

何の □ 口 わし は 賢明な のじ やからの。 紙に 書い 

つけた 文字 は 見た所 だけ は 美く しい もの じ や。 

又 見とう なくば 破く 事 も 焼きす てる 事 も 出来る もの 

じ や。 

人間の 怒った顔と 申す もの は 世の中の 一 番 文字の 下 

手が かいた ものより 尚 見に くうて、 

そうた やすく は、 やきすてる 事 も 出来ん ものでの。 

い つ ち 人 こまらせ もの じ や。 

法 鏡の ござらなん だのが まだし もの 事での う。 



わしの 幾 代 か 前の 祖先、 幾 代 か 昔の 皇帝の 時から こ 

の 権 は 王が もつ て 居った の を わしの 時に 法王に ゆ 

ずった と 申いて は、 わしが いかにものう 愚かな 者の 

様に 後の 人達 は 思う のじ や。 

心から わしが 御 事 を 偉い 御 方 じ やと 思うたら ゆずつ 

て も 進ぜよう がのう、 

あやにく わし はよう 思わなん だ。 

それ故に わし はならぬ と 申す のじ や、 許さぬ と 申す 

のじ や。 (少し 力を入れて) 

わし は 皇帝 じ や 御 事 はわし の 命令に は 服さねば なら 

ぬ。 



法 貴方 は 皇帝 だと 申いて 居らる る。 

したが 「法」 の 力よりも、 「神」 の 御 力の 偉大な 事 を 

御 信じな されぬ か。 

神の 一 声に 世の すべての 花 は その 蕾 を 開いて 蝶 は 美 

くしい 装い を こらいて 舞い、 雲雀 は 紫 立つ 雲の上に 

神の 御 力 をた たえて 歌います じ や。 

それ を 人 は 春と 名 づけ 冬の 寒さに めげ たもの 達の 青 

白い 頰 にも 血潮の 華やかな 色が さいの ぼって、 生の 

ある ものの すべてに 再び 新な 力の あたえられた 時 I 

愚な ものに はよう 見えなん だ 神の 御 力 をた たえ 謝さ 



王 形式 は 人間の ために 作られた ものでの、 人間が 

形式の ために 造られた もので は ござらぬ よ！ 人間 

は 形式 を 自由に 致す 力 を 持つ て 居る はず じ や。 

何せ わし は 御 事が 毎日 毎日 神 をお 説き やって わしの 

息 を ひきとる までお 説 やっても 心 はか わらぬ のじ や- 

許す と は 申さぬ じ や。 

根 くらべ を 致いて 居る も、 そう あきの 来る ほど 長い 

事で は ござらぬ じ や。 

お 互に 千年と は 生きられぬ 事 じ や ほどに のう、 土 面 

まなこ 

の 中で、 うつろに なった 眼 を 見 はって 機嫌の よい 

娘の 様に 明けても 暮れても 歯 をむ き 出いた 口で 云い 



第一 一幕 

第 一 場 (前 幕より 三 力 月 後 冬 も 十一 一月に 近 

い 頃の 事) (A.D. 千 七十 七 年頃) 

場所 

ヘン リ— 四 世の 城内 王の 居間。 

景 そんなに 広くない 構えで 四方に 海老茶 色 

の 布 を 下げて ある。 



す 様にな つ て 参ります のじ や。 

まいて 貴方 様 は 母君 をお いて は 私が 一 番ぉ 小さい 頃 か 

ら 何から 何までお 世話 を 申し上げ たお 方 様 じ や ほど 

に 何 を 仰せられても 何とか 存じ 様と 致しても 出来ぬ 

ほどで， } /ざり ましてのう。 

王 いかにも じ や。 

わしが 一 番 そなたと 申す もの は 恐ろしい 人間 じ やと 

思うた の は 今でもよう 覚えて 居る。 

秋の 初め 頃 わしが 白い 着物 を 着て リン ゴ の 木に の 

ぼ つ て 枝に のぼ つ て 皮の ままに 大きな 実 をた ベ て 居 

るの を そなたが 見つけて のう、 



らぬ 事に 違いない のじ や。 

神の 御領 内に あまり 人間の 手の 届く の は 良くない 事 

だからのう。 

老 この頃 は 病 をい やす 薬が 人間の 手で 出来る 様に 

なりまして のう。 

まことに 結構な 事で ござります のが 人々 達 は その 生 

を 与える 薬で まるで 反対の 末 長う， 1 ざる はずの 命 を 

ちぢめる 事 をよう いたします のじ や。 

まるで 生き • 死に を 司つ ていら せらる る 神の 御 力 を 

うばうた 様な 事で ござり まする わ。 

この 世の中から 化物 や 病が 少く なりまして から は I 



I 夜の 神の 御殿の 厚い 扉の 中に 封じ込まれて じ やと 

も 聞きまして ござります るが 

悪魔 はも そっと 恐ろしい 種 を 人々 の 心の中に 植えつ 

けました と 申す 事で ござります じ や。 

したが、 私 は あまりい こう 年を取つ たので 悪魔 奴 見 

限って 魅入らぬ のじ やと 若い もの 共 は 申して 居り ま 

する がのう。 

王 は 淋しい 眼つ きをして 燈 心の ゆらめく の を 

見つめる。 老人 は 骨張った しかし 柔 かい 手で 

王の 手 を こすって 居る。 

窓の 外に 夜番の 武人が 持つ 「たいまつ」 の 細 



目で 菊石 だらけで ござった のに 驚き 様が あまり はげ 

しゅうて そのまま はかなくな つ て 仕舞うた お 人 は 皆 

恋 を 恋して やり そ- J な つ たお 仁な のでの。 

その 頃 は 人間の 用う 言葉 だけで 話 は 通じ 赤い 色 は 赤 

い 色で 間違いな く 見分けの つ いた もので ござります 

るの じ や。 

この 時 小姓 一 人 巻いた 書いた もの を 持って来 

る。 少し 消え かかった 薪 を そえ 燈心 をと リか 

え 注意 深く 四方 を 見てから 退く。 

王 は 静かに 巻物 を 開く。 一 寸 目を通す とすぐ 

険しい 目差し をして 読む の を やめる。 



たくな な 心 を 持つ と 申します のじ や ほどに 貴方 様が 

下らぬ 事 をき きすぎ なされた 事 位 はま だのう 徳な事 

で) J ざり まする じ や。 

聞きた が つ て 居る ものに はおき かせ なれる もので ご 

ざり ます。 

王 下手な 文句 を 書い 連ねた 腹立たしく 拙い 手紙 ほ 

ど 紙数 は 多い もの じ やが、 まあ、 ざっと かいつまん 

で 申せば の。 

貴方 は 法王から 破門の 宣告 を 授けられた。 

法王の 申した 事 も ござる し 又 私と しても 死す るよ 

リ 恥な 破門 をう けた 王の 命令 を 奉ずる の は 神の 御 



事で ござり ましての、 もとから 申しった えて ござる 

通リ 

けんか は 両制配 

お 互 同志 愚か だか りやこ そ、 けんかが 出来る もので 

J ざり まする。 

誰も とがめぬ の は、 けんかす る 人達より 賢 こい もの 

の ござらぬ 証拠での う、 

貴方 様、 

うじ 虫と、 輝いて ござる 太陽の けんかし たの を 聞い 

た 事 はた だの 一 度 も ござりません での。 

おろかもの 

王 そちが 申す 通りなら、 わし も 法王 も 愚者な の 



じ や。 

老人 わたくし はのう 貴方 様、 

この 上な く 貴方 様で 可愛い いので ござります るでの。 

じ やと 申して、 まだお 若 かくていら せらる るので 下 

ら ぬけん か をお このみな されての う、 

お叱り 申す ねうち もない 様な 又 わたくし ももう お 小 

言 を 申す 等の 事に は あきまし てのう。 

何々 よろし ゆ う， 1 ざり まする じ や 、 貴方 様 は お 利口 

なお 方 様で ござります る もの、 わたくし は よろこん 

でお ります のじ や。 それからのう 貴方 様、 まだ 和 子 

とお 呼び 申して 居った 頃の 事での、 



お 城内の 腕白 共が フト 迷い込んで 出る 道 を 忘れた あ 

ほう 鳩 を 捕えて 足に 石 を 結い つけて は 追ってよう 飛 

ばぬ 不様な 形 を 見て 笑って居 るの をお 見なされて そ 

の 者 達の 所に お出な されて、 

もう 王に おなりな された 様な 厳かな お 声での、 

これ、 お前 達 は 何 を 致して 居る のじ や。 この 鳩 は 

神に さずか つ た 命 を 我々 と 同じ様に 持つ て 居る の 

(ママ) 

じ や、 必 して 苦しめて はならぬ。 

お前 達が その 様に 致されたら、 どうじ や。 

早く 石 をのけ て 城の 外まで つれて 参って はなして 

やる のじ や。 



それに その後 間もなく わし は 沢山 学問 を 致さねば な 

ら なか つたので よけいに 忘らされて しまった のじ や。 

あまり 早くから 学者の むずかしい 八の字 だらけの 顔 

を 見た ものの 特典での う。 

老人 ああ、 ああ、 ぶしつけで ござります がわた くし 

はもう 眠とう なりました での、 居眠りながら 貴方 様 

とお 話 致す がま- J とに うれし い の で ござる。 

大変 年を取った 老人 は 苦の ない 安らかな 顔 を 

して 王の 手 を 持った まま 長椅子の 少し 前より 

も はじに よ つ た 方に 行く。 

王の 顔に はたえが たい 苦痛の 色が 現れて 居る 



が この 老人の 話に 幾分 まぎらされて 居る らし 

い 様子。 

(ママ) 

王 いくら 暖 いと 申しても 冬 じ や、 意 志 の 悪い 

風邪に とりつかれる といけ ぬわ。 

老人 貴方 様ば かリ でのう、 そう 云うて 下さる の も。 



涙 もろく 老人 はう るんだ 声で 云う。 

王 わしが 今 そちの 事に 心 を 配る よりいく 倍 もい く 

倍 も 多く わしの 事に そち は 心配して お呉れ やった も 

ののう。 

老人 は 王の 云う のに は 答えず。 



老人 母御の 懐の むちゃに こいし ゆうて ござった 頃 貴 

方 様 は y J の 子守唄が お すき でのう。 

美しい 絹の 帳 を たれた 揺籃 を まだ 血気で ござ つ た わ 

たくしの 白うて 力の ある 手で おだやかな 波の 上 を 行 

く 小船の 様に ゆ ー らり、 ゆ ー らり とふりながら のう、 

貴方 様。 

母親の たまものの 人に 賞め られた 声で 夜の 来る 毎に 

うた つた もので ござり まする。 

ごく 冥想 的な 低い かすれながら 美く しい 声で 

目をつぶつ てうたい 出す、 少し 調子の 後れ 加 

減になる ほど ゆるく。 



寝 ませ 和 子よ 

水色 絹の 

帳の 裡に 

夢 まどら かに 

バ ラの 香りと 

小 鳩の 声の 

夢の 御 国 を 

おとのう まで 

ねませ 和 子よ 

夢 まどら かに …… 

〔# 「ねませ 和 子よ の譜」 の 表題 付きの 楽譜 入る (略 ご 



けて いつの 間に か 居 眠って 居る。 

王 (老人の かすかな いびきに 驚いて) おう！ もう 

ねて じ や。 

まるで 幼子の 様に 心 持 良さそう に いびきまで かいて 

居る 

誰か 居る か！ 

小姓 (部屋の 隅から 出て 来る、 いかにもね むそうな 顔 

つき をしながら) 陛下！ お呼び 遊ばし ましてす 

力？ 

王 いかにも —— 

これ 風 を 引く といかぬ。 



わしが 無理であった のう、 部屋に 参って 暖かく 寝む 

のじ や。 (老人 を 起す 様に ゆりながら 云う) 

老 わたくしが 和 子 様と お呼び 申しながら お起し 申 

した 様に 貴方 様 はわた くし を 御 ゆすりな された のう 

貴方 様。 

好 い 夢 を 御覧な され ませ。 

小姓に たすけられて 下手から 消える 

王が たった 一 人になる。 

さっきい いか げんに 見た フラン コ ニァ 公から 

の 書き もの を 見る。 

よんで 居る うちに 段々 けわしい 顔に な つてい 



きなり それ を さ いて なげつけて しまう。 

王 何 じ や。 

(四 字 分 空白) 

神の 御名に よ つて □□□□ と 云い 居る わ。 

破門まで うけた 王 をいた だく 事 は 体内 を 流れて 居る 

貴族の 血が ゆるさん、 と 申し 居る わ。 

叛 くなら 心の ままに 叛く がよ い のじ や。 

そなた 達の 軍に せめよせられて 自ら 喉 をつ く ほどの 

意く じな しで はない のじ や。 あわれな うじ 虫 共 は 口 

惜し まぎれの 法王に そそのかされて 裏に 裏の 心 はよ 

う もさぐ らいで 只 がやがやと わめいて 居る —— 

王の 亢奮した 神経 は あたりの 静けさに つれて 



今までに よう 味わなん だ、 

あやまる 

と 云う 事 を 経験せ ねばならぬ 時に な つたの じ や。 

わし は 今まで、 

あやまる 

と 云う 言葉 さえ 聞く の をよう - ^ のまなん だ。 

それに かかわらず、 その 言葉の 響き を 一 つ 一 つ 聞き 

自ら その 味 をな めて 見ねば ならぬ 時に なった のじ や。 

わし はなや ましい 折 も 気の 狂わぬ 頭と 体 を もって 居 

る。 わしの 勇気 は 最後の 勝利 を 得よう ために このい 

まわしい 思い も 致して 見る がよ いの じ やとし り 押し 



第一 一幕 

第一 一場 

場処 

ィ タリ—、 サレ ルノの 一 農家 (法王の 仮 居す る 家) 

景 舞台の 略 中央に、 貧しいながら も 白い 清 

潔な 帳 を 垂れた 寝台が 置いて ある。 

その 囲り に は 古い 家具が 取りと め なくならん 

で、 一番 寝台に 近い 壁に 十字架に 登った キリ 



にな つ て 居る。 

やがて 第一 の 若僧が 立って 自分の 肩の あたり 

をつ かんで 四辺 を 見廻して 又 座る。 

第一の 若僧 今日 もまた、 このまん ま 夜に なつち やう 

んで すか？ 

寝つ づけて お出 遊ばす ぉ師 様の 御 夢 を 御守りして 斯 

うやって 居なければ いけない —— 

私達の 夢 は どこの 誰が 守って るんだろう。 (低い う 

ら めしい 様な 口調に 云う) 

第二の 若僧 神の 御 試みに 会って 居る の だと 思えば そ 

れで すべての 事 はすんで 仕舞う 害なん です。 このま 



てこない だう ちの 事 を 思い出す 毎に どれ だけ、 ほん 

とうに、 今の 身分が 悲しい なさけな いものに 思われ 

るんだ か。 

只 考えて 御覧なさい、 あの 時の 事 を。 

雪が 埋る ほど 積った 日に、 わざわざ カノザまで ヘン 

リ— 王が あやまりに 来た 時の 事 を さ。 

第二の 若僧 ほんとう にあの 時 は 今までに なく 目 覚ま 

しい 事だった。 (一 人 言の 様に 云う) 

老僧 は 窓の 処 から 外 を 見て 動かない。 

第 一 の 若僧 七日 七夜、 寒さと 饑に 眼ば かり 変に 光る 

王が 尚 威厳 を 保とうと した あやうい 足 許で ぉ師 様の 



私達 は、 あんまり 上 熱すぎ たんだ。 

一 一人 は 顔 を 見合わせて 淋しく 笑う。 

老僧 お得 意に なって か —— 

向う を 向いた まん ま 云う。 二人 は フット 口 を 

つぐむ。 それから 又 話しつ づける。 

第二の 若僧 (声 を ひそめて) ねえ 私達 はほんと うに 巧 

く 「わな」 にかかった。 

ほんとうに 巧者に だまされて しま つ た。 

震える 身 を じかに 床に 御据 なさって、 「もう 仲な お 

りの 時が 来たの じ や」 と 王が お云いな された 時の 御 

師様は —— まるで 登る 朝日の 様に お見えな さ つ た。 



けれ 共 斯う やって 都から 追われて 仕舞って は、 私 は 

もう 末に 望 はち つ とも 掛けられない 気持が する。 

第 一 の 若僧 私なら 一 度 ゆるした 者 を 又 諸侯に そその 

かされて 罪しよう などと は 思わないだろう のに —— - 

そして あべ こべ に 都 を 走らなければ ならない 様な 事 

はすまい のに 

重苦し い 沈黙が しばら く つ づ く。 

老僧 は 時々 白い 寝床の 裡を のぞき 見す る。 

一 つ 腰掛に 三人 は 別々 な 処に眼 を やって 違つ 

た 事 を 考えて 居る。 

第 一 の 若僧 又暮 方になる。 



そうすると 村の 人 共 はお 祈り を 戴く ために あんなに 

押 寄せて 来る。 

あのき たない、 さわがしい 様な 群 をお 師様 はよ くも 

まあ 御， ，1 らぇ 遊ばす。 

第二の 若僧 ぉ師 様の 御徳の 高い 証 だもの。 

第一の 若僧 ほんとうに そうなら、 お徳が 高ければ い 

やな 事が ふえる —— 

今より 私 は 偉くな りたくない、 云いたい 事 さえ 云え 

なくなる 

舞台 は 又、 沈黙に かえる。 

第 一 の 若僧 は 何 か 聞え なく つぶやきながら 一 



その 二人 を 第一 の 若僧 はじ— つと ややし ばら 

く 見てから、 首に 掛けて 居た 十字架 を 傍に は 

ずして 部屋 を 出て 行く。 

第一 一 の 若僧 は 老僧の 顔 を チラ ット 見て そのう 

す 笑い をた たえて 居る の を 驚いた 様に 口の 中 

で 何 か 云って 自分の 胸に 十字 を 切る。 やがて 

寝床の 裡で 人の 身 動く 気 合 がして、 かるい、 

力弱い、 せきばらいが 静かな 裡に 骸骨 踊りの 

足音の 様に 響く。 

第二の 若僧 ぉ目覚 になった —— 

(マ マ) 

帳 を か ける。 



やつれた、 情ない 姿の 法王が 半身 を 起して 現 

れる。 

老僧 は その 姿 を まじまじと見ながら、 

老僧 よう 御休みな されました。 

いかがで ございま すか？ 御 気分 は —— 

法王 (力なく —— なつかし そうに) 大層よ いの じ や。 

第二の 若僧が 煙りの ほそくた つ 薬 を 持って来 

る。 

第二の 若僧 ぉ師 様、 

お 薬 を 煎 じて 参った ので ございま す。 

どうぞ 召 上 つ て 



わし は、 久しい 間 神に お 召 をして 居た ほどに 誤た 

ない 神の 御 心 を 伺う 事が 出来る のじ や。 

第二の 若僧 は 暗い 表情 をう かめて 力無く、 薬 

を わきに 置く と 偶然 さっき、 第一 の 若僧の 置 

いて 行った 十字架に さわる。 

指で つまんで そう つ とわきに どける。 

老僧 (理智 的な 眼つ きと 口調で) 澄んだ 正しい 御 心が、 

それ はお 感じな された 事で ございましよう。 

そして 又、 それ は、 最も 幸福に 御成り なさる 道で ご 

ざいます。 

第二の 若僧 ぉ師 様。 



ほんとうの 御 心で 仰せられ るの で > ざいます か？ 

私な ど は、 死ぬ 事より 恐ろしい 悲しい 事 は 無い と存 

あの 暗くて じめじめした 塚穴に 入れられる のかと 思 

いますと 

死ぬ、 その 時に なっても 私 は、 「生きたい」 と 申す で 

ございましよ うきつと。 私 はちつ とも 無理な 事で は 

ない と 存じます。 

法王 まだ 若い から じ や。 

世の中に 死ぬ より 恐ろしい 悲しい 事 は 有る のじ や。 

「生き 過ぎた」 と 申す 悲しみより、 「死」 の 悲しみ は 



このほうけ 婆が、 ついう つかり 薪 を そえた で、 常よ 

り 苦う で ござらした だろうかと 案じました ので、 お 

わびに 出ました で ござります。 

老僧 話して 居る つもり だけれ ど 声 は 高い し 一 

つ 部屋な ので 法王に 話す と 同じ 事に なって 仕 

舞う。 

婆 (人の 好い おしゃべりの 口調で) それにの、 お 天 

とう 様の、 のぼらし や つ た 頃から つめて， 1 ざら した 

衆が 一 刻 も 早くお 尊 い 法王 様 をお がみたい と 云う 

てで ござり ましての。 

そらな、 おききなされ ませ、 



あの 広場での 人声が ここまで ど よんで 参りましょう 

、、ゝ 

力 

老僧 しかしね、 

どうした つ て 今日は 駄目です よ。 

大変お 疲れ 遊ばして だし 第一 今 御 目 ざめ なすった 

ばっかりなん だから、 

「明日」 つて 云って お帰しなさい。 

その 方が いい。 

法王 (老僧の 背後から 声をかけて 云う) これ 婆さん。 

わし は よろこんで 会う からこ こへ お呼び。 

老爺 お 勿体 もない 御 方 様へ 申します。 



法王 わし は それが うれしい のじ や。 

早く 呼んで お出。 

老爺 ほんに 有難い と 申しても 足りぬ ほど じ やわい。 

先祖 さえよう 持たぬ 老 ぼれ^が、 法王 様から お 言葉 

なんかい ただく ちゆ— は。 

大きな 手で 信心 深さに 流れ出した 涙 を ふきな 

、、ゝ フ ヽ 

力 > ら 

老爺 そんなら、 そう 致します だ。 

二人 は 戸口から 去る。 間もなく 静かに 沢山の 

足音が し て 日曜に 着る 着物 を 着た 男女が 多勢 

出て 来る。 



人々 は 戸口に 恐れた 様に ひざまずいて 仕舞う 

の を 法王 は 泣く 様な 無理な 笑顔 をして 居る。 

老爺が 群の 一 人に 何 か 話す わきから せかせか 

しな 力ら 

老婆 ほんの こった ぞ。 

これ 皆の 衆。 

御 勿体ない、 法王 様 は 御 病気で) J ざら しゃる だに 皆 

を 祝福して やる とこら えて ああ や つ て ござらし やる- 

常なら ば、 はるばる 参らねば お 衣の はじさえ ようお 

がめ ぬに 斯う やって —— 

ああ、 ああ、 ほんに ほんに —— 



で、 あちらに 待たせて あるので ござります。 

法王 (疲れながら、 はっきり 力強い 口調で) こちらへ 



若僧 は ぴったり 寝床の そばに より、 人民 は 一 

隅に 出来るだけ つめて 座って、 立って 居る も 

の はつ ま 先 だてて、 壁に ぴったりと すりよつ 

て 居る。 

小児 達 は 母親 や 父親の 首へ し つ かリ 抱き つ い 

て 動かない 様な 不安な 瞳 を 扉に 向ける。 

老僧 を 先 だてて 使者が 入って 来る。 

使者 ヘン リ— 四 世の 使者と して 王の 御 伝言 を 申し 



さあ、 いつもお 寺です る 様に おし。 

子供 お 寺 じゃあな いもん。 

父の 手から ぬけて 遠慮なく 法王の すぐそばに 

立つ。 

止め 様と する 父親 を 法王 は 止める。 

子供 (無邪気に 云う) ね、 法王 様って 偉い の？ 大変 

うちの 父ち やん は あんまり 偉くて こわ いんだ つ て。 

法王 お前の 方が 好い 児 だから じ や。 

子供 だって 阿 母ち やん は 私 を 悪い 児って 叱っても、 

父ち やん を牝 つた 事ち よ つと だって あり やしない。 

そいから ねえ、 



くの が 聞え て 来る。 

でこう て 半 間の 獵人は 

或る日 ひ よんな こ つ て ララ 

きつね 

狐 つかまえた —— 

皮 は ごか —— やれ 煮て 食お か 

廻り かねた る智恵 助に 

憂き目 を 見せ て) j ざるう ち 

こすい 狐 は うまうまと 

ばかしお おせて 獵人を 

あちら、 こちらと、 引き 廻す 

西へ 五 里、 東へ 三 里と あゆむ うち 



でっかい 沼に ついた 時 

長い 旅 故 疲れたろ 

水な と 浴び て 行きな さ れ 

狐 は 笑うて 云 うたげな 

雪 はコン コン、 霰サ ラサ ラ 

冬の 最中であった 故 

衣裳 を 抜ぐ とその まん ま 

しも * つ 

いてて 仕舞た とやれ それ 

なんまい だ あ ト ララ ヨウ！ 

祝福 を 願って 集った 人の 群 はます ます 数 を ま 



広場に は 人の どよめき と共に 話す 人声が 随分 

とや かまし い。 

うす 闇の たちこめた 空の 中に 影の 様な 人が 後 

から 後から と 押しよ せて 来る。 

押されて 低く 罵る ものの 声 もす る。 

恐ろしい 死 を もたらす 様な 人の 影の 形に とり 

かこまれて 法王 は 段々 短 かい 生命に なって 来 

る。 

軽く おそ つ て 来る 苦痛に 法王 は 娘の 頭 を 押え 

つける 様に する。 

娘 (上目で 法王 を 見 あげながら) あ！ あ！ あ！ 



(小さく 叫んで 震える) 

第二の 若僧 ぉ師 様が I 



法王の そばに 飛びよ る。 

老僧 は 静かに その後に 立って、 消え かかる 灯 

の 様な 法王の 命 を 見守る。 

法王 神の —— 又 —— 

法王 は 絶え入る。 

うす 暗がりの 部屋の 裡で 恐ろしく 集った 人の 

群 は 魔の 影の 様に 音 もな くひし ひしと 中央に 

せま つ て 来る。 

どっかで 淋しい すすり泣きの 声が 響き、 十字 
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